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英語借用語の促音化に関する研究 
―促音化規則と促音の歴史的消失― 
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0. はじめに 
 本稿では日本語における英語からの借用語の促音化について取り挙げる。まず、英語借
用語の促音の基本的な問題点を挙げ、次に、小林 (2005)の促音化規則に関する調査と分析
について再検討し、促音表記の変化が起きた環境と時代を明らかにする。 
 
1. 英語借用語の促音化 
 借用語は日本語化する際、特定の音声環境において促音1が挿入されることがある。例え
ば、英語の cat [cǽt]は日本語に入ると「キャット」となり促音が入るが、「*キャト」とは
ならない。box [bɑks]は「ボックス」となり促音が入るが、boxing [bɑksɪŋ]は、「ボクシング」
となり促音が入らない。一方で、dress [drés]は「ドレス」となり促音が入らないが、dressing 
[drésɪŋ]は「ドレッシング」となり促音が入る。さらに、doughnut [dóʊnʌt] には「ドーナツ
とドーナッツ」といった促音化するものとしないものがあり、このような表記のゆれがあ
る語も数多く存在する。ここで注目すべきなのは、英語の音声には促音のような音が存在
しないにも関わらず、促音を加えるという余剰な音韻調整が行われることである。 
 
1.1. 促音化規則とその問題点 
 英語借用語の促音化規則はおおまかに次のようになることがわかっている。 
 
(1) 短母音2＋  破裂音  → 短母音＋促音＋  破裂音 
         破擦音                      破擦音 
         摩擦音                       摩擦音 
 
しかし、この規則は多くの先行研究で指摘されているように、top「トップ」、cut「カッ
ト」などの 1 音節語では例外は少ないが、その他の語に関しては例外が非常に多く、極め
                                                        
1 促音とは、現代日本語の表記で「っ」、「ッ」の仮名が当てられる音節である。後続する音に応じて実現
され、語頭に立つことはない。それ自体が独自のモーラを形成する (亀井他 1996: 858-859)。日本語にお
ける促音は無声子音であり、擬声語や擬態語を除いて、原則的に撥音、長母音、二重母音の後では現れな
い(小林 2005: 6-7)。 
2 英語では、「長母音」、「短母音」という区別は厳密には存在せず、音質の違いである (窪薗・太田 1998: 
115-116)。そのため、Shirai (2001)などは「緊張母音」、「弛緩母音」という用語を用いているが、結局は用
語の違いでしかなく、本質は変わらない。本稿では、辞書中の発音記号に[:]を持つ単母音を「長母音」、
持たないものを「短母音」とする。 
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て粗い規則である。また、語末の子音の前に促音が現れる語の他に語中に促音が入る語な
どもあり、分析が難しい。このような問題を解消すべく、いくつかの研究で例外が少なく
なるような規則の設定が試みられたが、いずれも例外を大きく減らすことに成功していな
い。その理由として、音節構造や強勢などの様々な要素が複雑に関係していることや、形
態論やつづり字的な要素も影響していることが指摘されている。 
 
2. 先行研究 
 卒業論文では「研究史」として 13 の先行研究を取り上げたが、本稿ではその中で最も本
研究に関係のある小林(2005)を取り挙げる。 
 
2.1. 小林(2005) 
 小林(2005: 4-5)は、英語の借用語に子音としての促音を挿入して発音するのは、英語の
CVC 音節を保持し、英語らしく聞かせるためである可能性もあるとしている。しかし、英
語話者にとっては CVCQV も CVCV も大差なく聞こえることから、促音の挿入は英語の音
節体系に合わせるためのものだとしている。また、促音と母音の挿入順序に関しては、[neto]
よりも[nett]の方が原語に近い発音であるとして、促音の挿入を優先している。小林(2005)
は促音化の全体的な規則を(1)、音節構造を(2)のようにまとめている。なお、"φ→ X"は何
もないところに X が挿入されることを意味している。 
 
  (1)  φ→ Q / V ___ [－sonorant]                                   
(小林 2005: 5) 
  (2)    σ            σ     σ       σ       σ        σ       σ 
／｜＼     ／｜＼   ｜     ／｜＼    ／＼     ／｜＼   ／＼ 
C  V  C → C  V  C  C  → C  V  C  C  V → C  V  C  C   V 
    ｜  ｜ ｜    ｜ ｜ ｜／      ｜ ｜ ｜／    ｜   ｜ ｜  ｜ ｜   ｜ 
 n   e   t     n  e t         n  e  t       o    n   e   t t    o    
(小林 2005: 5) 
 
そして、促音化規則を次のように設定している。なお、V は母音、ShortV は短母音、¥3は
形態素境界、#は語境界、[ ]は英語の発音、< >は英語のつづりを示している。 
 
  (3)  閉鎖・破擦音 
   ① φ→ Q / ShortV ___ [－continuant] ¥ (e.g. shop ショップ、big ビッグ etc.) 
      ただし、 [－continuant]が[b]の場合は促音化せず(e.g. web ウェブ etc.)、拘束形態素が
後続しても促音化 (e.g. shopping ショッピング etc.) 
 
                                                        
3 通常、形態素境界は「+」で表し、小林(2005)もそれに従っているが、本稿では構成要素の組み合わせを
示す際に用いる「+」などとの混同を避けるため、便宜上「¥」を使用することとする。 
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   ②  φ→ Q / ShortV ___ [－continuant] [s] #  (e.g. box ボックス、 sex セックス etc.)       
ただし、[ks]+拘束形態素の場合は促音化せず (e.g. boxing ボクシング etc.  
 
                                     +consonantal 
   ③  φ→ Q / ShortV ___ [－continuant]  +sonorant      ¥4 
 
       a. I. [－continuant] = [p, k, g]+ [l]の場合は促音化 (e.g. apple アップル etc.) 
           II.[－continuant] = [t, b, d]+ [l]の場合は促音化せず (e.g. bottle ボトル etc.) 
               III.[－continuant] + [n]は促音化 (e.g. cotton コットン) 
       b.    [－continuant] + [ɚ]は促音化せず (e.g. butter バター、trigger トリガーetc) 
       c.    [－continuant] + <y> ([i]) # は促音化せず (e.g. copy コピーetc.) 
 
   ④  φ→ Q / ShortV ___ [t] V  (e.g. fritter フリッター、battery バッテリーetc.) 
       ただし、[t]のつづりが<tt>の 1 形態素の語に限る 
 
 ⑤  φ→ Q / ShortV ___ [k] V  (e.g. soccer サッカー、hockey ホッケーetc.) 
     ただし、[k]のつづりが<cc> <ck> <cq> <cch>の 1 形態素の語に限る                               
                        (小林 2005: 8-18 を要約し、一部改変) 
  (4)  摩擦音 
  ⑥  φ→ Q / ShortV ___ [s] [+sonorant]1
2
 (C) #5 (e.g. lesson レッスン etc. ) 
      ただし、[s]のつづりが<ss> <st>、[+sonorant]が V(+[l, n, ŋ])、C が阻害音の語に    
限る 
 
 ⑦ φ→ Q / ShortV ___ [ʃ]  (e.g. wash ウォッシュ etc.) 
     ただし、[ʃ]のつづりが<ss> <sh>の語に限る 
 ⑧ φ→ Q / ShortV ___ [f] [+sonorant]0
2
 #  (e.g. staff スタッフ、waffle ワッフル etc.) 
   ただし、[f]のつづりが<ff>の語に限る    
(小林 2005: 18-25 を要約し、一部改変) 
 小林 (2005: 24-25)は、促音化は発音や音声表記のみならず、つづりという視覚的な要素
も促音挿入の要因であるとしている。また、現在では促音は少なくなる傾向にあり、今後
促音が消えていく可能性があると指摘している。
                                                        
4 小林 (2005)は[ɚ]と<y>([i])を[+consonantal]かつ[+sonorant]としているが、両音素ともに 
[－consonantal]であるため、これは誤りである。また、小林 (2005)は規則③a, b に関して、[pəl], [tən]など
の曖昧母音を含むものも対象としているが、この場合に促音化することは少ないことや、規則自体が子音
連続を対象としていることを踏まえ、本研究では対象外とした。 
5 feature の右肩の 2 つの数字は、1
2
ならその feature の音素が 1～2 つあることを意味している。 
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3. 本研究の目的 
 本研究では、小林(2005)の規則の適用例と例外を抽出・分析することによって、より精
度の高い促音化規則を提案することを第一の目的とする。さらに、借用当初は促音化して
いた語がどのような音声環境でどの時代に非促音化の表記へと歴史的に変化したのかを具
体的に明らかにし、その要因を考察することを第二の目的とする。 
 
4. 促音化規則の例外に関する調査 
 この調査では、まず、小林(2005)による規則を利用し、『パーソナルカタカナ語辞典』の
電子版の逆引き機能を用いて、その適用例と例外を検索6・抽出した。なお、発音は『ジー
ニアス英和辞典』のものを採用した。また、表記にゆれがある語のうち、見出し語となっ
ている表記が例外である語は FLCT の欄に載せた。抽出した語は規則の順に分類し、別冊の
表7にまとめた。 
 
5. 促音化規則の例外の分析結果と修正案 
 第 4 章の調査で明らかとなった促音化に関する制約および本研究で提案する促音化規則
修正案は以下のとおりである。 
 
  I. 借用語全体にかかる制約 
   A. 形態素に関する制約 
     1. 1 つの形態素内に促音化の可能性が複数あっても、促音は 1 つしか起こらない 
       (e.g. tappet →タペット *タッペット) 
     2. 複数の自由形態素に分析できる場合は、規則をそれぞれに適用させる 
       (e.g. backpack →back バック＋pack パック→ バックパック) 
   B. 語構造に関する制約 (順序あり) 
    1. 必ず語末子音の促音化が優先される(促音化の可能性が複数ある場合) 
       (e.g. tappet →タペット *タッペト) 
    2. 語中の促音は、直前の短母音に強勢がある8二重字でなければならない 
    (e.g. happy [hǽpi] →ハッピー, canopy [kǽnəpi] →キャノピー *キャノッピー) 
 
 II. 閉鎖・破擦音の促音化規則修正案 
 ①  φ → Q / ShortV___ [－continuant] ¥  
     ただし、 <-ate>[-ət]と、[l], [r]以外の音に後続する<-age>[-ɪʤ]の語、および拘束 
     形態素が付くことにより[－continuant]が摩擦音へ変化する語は除く
                                                        
6 例えば、「"短母音＋[b] ¥" は促音化せず」なら、【＊ブ】で検索し、「○ブ」となっている適用例と「○
○ッブ」となっている例外を探すという方法である。 
7 表は約 30 頁に及ぶため、本稿では掲載を省略する。 
8 5.2., 5.3.では、短母音における強勢の必要性を規則のただし書きとして述べてきたが、修正案全てに言
えることであるため、借用語全体にかかる制約のひとつとして言えると判断した。したがって、以下の II, 
III における規則のまとめではこの記述を省略した。 
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 ②  φ → Q / ShortV___ [ks] ¥ 
 
                                   －continuant 
 ③, ④, ⑤ φ → Q / ShortV ___     －voiced      [+ sonorant] 
     ただし、[－continuant]のつづりが二重字の語に限る 
 
 III. 摩擦音の促音化規則修正案 
 ⑥  φ → Q / ShortV ___ [s]+ [+sonorant]1
3
 (C) # 
     ただし、[s]のつづりが<ss> <st> <sc>の語に限る 
     語末に子音連続を持つ基本形＋拘束形態素 ⇒非促音化 
      語中に促音を持つ基本形＋拘束形態素 ⇒促音化 
 
 ⑦  φ → Q / ShortV ___ [ʃ]  
     ただし、[ʃ]のつづりが<ss> <sh>の場合に限り、語中では ShortV に強勢がある 
     場合に限る 
 ⑧  φ → Q / ShortV ___ [f] [+sonorant]0
2
 #  
   ただし、[f]のつづりが<ff> <pph>の語に限る 
 
6. 促音表記の歴史的変化 
6.1. 借用年(時代)の調査 
 促音化や非促音化の表記が時代によって違いがあるかどうかを調べるため、『コンサイス
カタカナ語辞典』(第 3 版)を用いて、第 4 章で抽出した語が借用された時代を調べ、時代
表記に応じて以下のように年号を分類表中の各語に記載した。 
 <江>=江戸時代: 1600-1867  <明>=明治時代: 1868-1912  <大>=大正時代: 1912-1926 
 <昭>=昭和 20 年以前: 1926-1945  <現>=昭和 20 年以降: 1945- 
また、『日本国語大辞典』(第 2 版)を用いて、各語の初出文献の年号を調べた。途中で表
記が変わったことが記されている場合は、変化の前後の表記とそれぞれの初出文献の年号
を併記した。なお、『日本国語大辞典』の年号と『コンサイスカタカナ語辞典』の時代が一
致する場合はその年号を、一致しない場合は時代の早い方を採用し、記載した。 
 
6.2. 調査結果から推察される非促音表記への変化の実態 
6.2.1. 音声環境 
 調査結果から、語末に閉鎖音を含む子音を持つ語の促音表記における歴史的変化は、次
のような音声環境で起こりやすいと推察される。 
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                      －continuant 
  a. Q →φ/ ShortV ___  + voiced       
                                             non-Coronal   ¥  (e.g. knob ノッブ>ノブ etc.) 
                                          
                                                －continuant 
                       －voiced                     + consonantal 
  b. Q →φ/ ShortV ___    －strident                + sonorant     ¥ 
                                           Coronal       
    ただし、[－continuant]のつづりが<tt>の語に限る (e.g. battle バットル>バトル etc.) 
 
                        －continuant 
                        + voiced           + consonantal 
  c. Q →φ/ ShortV ___   －strident           + sonorant     ¥          
   non-Labial       + lateral       
    ただし、[－continuant]のつづりが二重字の語に限る  (e.g. saddle サッドル>サドル etc.) 
 
一方、a.～c と似た環境でありながら変化が起こらなかったのは以下の場合である。 
 ・短母音+ 無声閉鎖音 ¥  (e.g. hop ホップ> *ホプ etc.) 
 ・短母音+ [d] ¥  (e.g. bed ベッド> *ベド etc. ) 
 ・短母音+ [pl], [kl] ¥  (e.g. apple アップル> *アプル、buckle バックル> *バクル) 
 ・短母音+ [bl] ¥  (e.g. bubble *バッブル>バブル) 
 
6.2.2. 時代 
 調査結果から、語末に閉鎖音を含む子音を持つ語における促音表記の歴史的変化は、6.2.1.
の音声環境ごとに、以下のような時期に起こったと推察される。 
 
  a. 1934 年から 1945 年前後にかけて 
  b. 1926 年から 1945 年前後にかけて 
  c. 1925 年から 1945 年前後にかけて 
 
6.3. 促音表記の変化の流れ 
 今回の調査結果から、語末に閉鎖音を含む子音を持つ語における促音表記の歴史的変化
の流れは、以下のように考えられる。 
 
  ① "短母音+ Q+ [d, g]<CC>+ [l] ¥"から促音が消え始める (c) 
  ② ①の影響により、"短母音+ Q+ [t]<CC>+ [l, n] ¥"から促音が消え始める (b) 
  ③ ①の影響が広く及び、"短母音+ Q+ [b, g] ¥"からも促音が消え始める (a) 
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      図 1: 核と周辺構造 (Ito&Mester 1995b: 824 を一部改変)
  ④ 今後は、"[d] ¥"や"[pl], [kl] ¥"からも促音が消え始める?? 
 
6.4. 促音表記の変化の要因 
6.4.1. 英語音声学からの考察 
 英語音声学の入門書では、「VC#において母音の長さは後続子音が有声音の場合より、無
声音の場合の方が短くなる」(Roach 2001: 35)という指摘がよくなされる。これはしばしば、
子音が無声音の場合は日本人には促音が知覚されやすく、有声音の場合は長音のような音
が知覚される根拠とされる。また、「イギリス英語では、歯茎閉鎖音[t, d]＋音節主音的子音
[l, n]を発音する際、歯茎音は閉鎖を保ち、前者は舌の側面を下げて呼気を出す側面開放、
後者は軟口蓋を下げて鼻から呼気を出す鼻的開放がそれぞれ行われる」(Roach 2001: 86-88)。
したがって、閉鎖音としての開放は行われない。アメリカ英語でも、前者においては、側
面開放は起こらないものの、歯茎閉鎖音が有声歯茎はじき音[ɾ]となって現れる。つまり、
歯茎閉鎖音＋音節主音的子音において、「閉鎖音」は閉鎖音として現れない。このことから、
従来はつづり字を重視した表記が多かったが、実際の英語音が多く入ってくるにつれて、
これらの音声が日本人の知覚に浸透し定着した結果、促音表記が失われたと考えられる。 
 
6.4.2. 音韻論からの考察 
 最適性理論の枠組みに基づき、「核と周辺構造(Core-Periphery Structure)」を提案している
Ito&Mester (1995a, b)は日本語の構造を階層 (地層)に例え、和語を最も内側 (核)に置き、外
側 (周辺)に向かって漢語、外来語、非同化外来語の順に配置している。外側ほど課せられ
る制約は少なく弱くなり、内側ほど多く強くなるとしている。非同化外来語に至っては、
音節構造の保持という制約のみに従えばよいと述べている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
unassimilated foreign vocabulary = 非同化外来語
foreign vocabulary = 外来語
established loans = Sino-Japanese = 漢語
native vocabulary = Yamato = 和語  
 
 
 
    
SyllStruc =音節構造の保持
NoVoiGem =有声音の非促音化 
No[p] = [p]の単独不出現 
PostNasVoi = 鼻音後の有声化  
 
 
     図 2: 日本語の核と周辺構造                   図 3: 日本語の語 
  (Ito&Mester 1995a: 182 を一部改変)        (Ito&Mester 1995a: 185 を一部改変) 
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この理論を発展させて考えると、6.2.1.(a-c) に挙げた音声環境は、従来は「非同化外来語」
の階層に位置し、英語の閉音節構造を保つために促音化していたが、日本語の中に定着し
ていく過程で「外来語」の階層に移動し、「有声子音は促音化しない」という制約が掛かる
ようになり、促音が消えたという説明をすることができる。さらに、[d]の多くと[g]の一部
は促音が消えるのではなく、発話のレベルで子音が無声化される(e.g. bed ベッド> [ベット])
ことなどによってこの制約の網をすり抜け、促音を保ったとも考えられる。このことは、
[g]を含む音節が 2 つ以上続く語が、語末に近い[g]を無声化した上で促音化されたり(e.g. 
groggy グロッキー)、直前の短母音を長母音化する(e.g. goggle ゴーグル)ことで有声子音の
促音を避けていることなどからも分かる。 
 
7. まとめと今後の課題 
 本研究では、小林(2005)の規則の適用例と例外を抽出・分析することで、より精度の高
い促音化規則を提案することに成功した。また、語末に有声閉鎖音や特定の閉鎖音＋音節
主音的子音を持つ語の多くが 1925 年頃から 1945 年頃にかけて促音化表記から非促音化表
記へと変化した可能性を指摘し、その要因を考察した。今後は正書法や音響音声学の実験
による日本人の知覚やその変化についての研究が必要だと考える。 
 
参考文献 
亀井孝・河野六郎・千野栄一編 (1996)『言語学大辞典 第 6 巻 術語編』858-859, 東京:  
  三省堂 
金田一春彦 (1999)『パーソナルカタカナ語辞典』(電子版) 東京: 学研 
窪薗晴夫・太田聡 (1998)『音韻構造とアクセント』東京: 研究社 
窪薗晴夫・本間猛 (2002)『音節とモーラ』東京: 研究社 
小西友七・南出康世 (2001)『ジーニアス英和辞典』東京: 大修館書店 
小林泰秀 (2005)「外来語の促音」『日英外来語の発音』1-25, 広島: 溪水社 
三省堂編修所 (2004)『コンサイスカタカナ語辞典』(第 3 版) 東京: 三省堂 
日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部 (2000-2002)『日本国語大 
  辞典』(第 2 版) 東京: 小学館 
原口庄輔 (1994)『音韻論』東京: 開拓社 
Ito, Junko, and Armin Mester. (1995a) "The core-periphery structure of the lexicon and  
  constraints on reranking," University of Massachusetts Occasional Papers. 18: 181-209.  
  University of Massachusetts, Amherst 
________ (1995b) "Japanese Phonology," The handbook of phonological theory, ed. John A.  
  Goldsmith, 817-838. Oxford: Blackwell 
Roach, Peter. (2001) English Phonetics and Phonology: A Practical Course (3rd Reprinted  
  Edition). Cambridge: Cambridge University Press 
Shirai, Setsuko. (2001) "Gemination in Loans from English to Japanese," University of  
  British Columbia Working Papers in Linguisitics, 8: 155-179, University of British  
